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【調査研究の概要】

・川辺川ダムによる治水の“最大受益地”と国から想定される流域住民のダム反対の論理と構造を明らかにした

い。これを達成する手段として、2008 年に「清流球磨川・川辺川を未来に手渡す流域郡市民の会」（手渡す会）

が作成した「自然の営みを重視した総合治水対策」に至るまでの運動史を分析した。またダム反対の基盤となっ

ている、川の傍に生きる生活実感に基づく認識について、聞き取り調査を通じて明らかにすることを試みた。こ

の作業を通して、ダム反対の基盤は生活実感に基づく認識にあり、運動経験はその認識を他者にも伝達可能なか

たちへと体系化せしめたことがわかった。

【調査研究の経過】

・2013年4月 「手渡す会」主催の脱基本高水治水研究会への

参加。手渡す会メンバー、人吉市、九地整八代国道河川工事事

務所等へのインタビュー、資料収集。

・5月～8月 東京にて収集資料の検討、資料渉猟。『脱「基本

高水治水」研究誌』に寄稿。

・9月 人吉市、山鹿市、熊本市でインタビュー/資料収集。

・11月 4th ISESEAでの報告。

・2014年1月 「手渡す会」事務所にてインタビュー、「手渡

す会」定例会にて論文構想検討会。その後は論文執筆（継続中）。

【今後の展望など】

今後は、今なお進化を遂げる思想を辿り、またその基盤となる川の傍で生きてきた経験の聞き取りを継続

する作業を通して、河川行政の失敗を照射したい。川の傍で生き続けてきた人びとにとって、近代以降の

河川管理の技術や概念は、どう総括されるのか。どう考え何を変える必要があるのか、川という自然がも

たらす災害を減じながらも恵みを享受し続けて来た人びとの経験と思想形成とに学び、提言したい。
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